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平
成
25
年
第
一
回
定
例
会
に
お
い
て
、議
員
各
位
の

ご
推
薦
を
い
た
だ
き
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

誠
に
、身
に
余
る
光
栄
で
ご
ざ
い
ま
す
と
共
に
、そ
の

責
務
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、議
長
と
し
て
の
職
責
を
遂
行
し
、町
政
の
推

進
と
言
論
の
府
と
し
て
の
議
会
、議
員
が
互
い
に
切
磋
琢

磨
で
き
る
議
会
運
営
に
努
め
、嘉
島
町
が
直
面
す
る
今
日

的
課
題
や
事
業
の
執
行
に
対
し
ま
し
て
も
積
極
的
に
対

応
い
た
し
ま
し
て
、多
様
化
す
る
町
民
の
皆
様
の
負
託
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
執
行
機
関
と
議
会
が
連
携
し
て
本
町

の
発
展
に
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、嘉
島
町
の
基
本
理
念
で
あ
り
ま
す
、活
力
と
潤

い
に
満
ち
た
田
園
文
化
都
市「
住
ん
で
よ
か
っ
た
、水
の

郷
、嘉
島
町
」を
目
指
し
、誠
心
誠
意
努
力
し
て
い
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、今
後
と
も
町
民
の
皆
様
に
は
、

町
議
会
へ
の
一
層
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
を
申
し
上
げ
、就
任
の
ご
挨
拶
に
代
え
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

嘉島町議会　新議長

木田　　勝

こ
の
た
び
、議
員
の
皆
様
の
指
名

推
薦
に
よ
り
副
議
長
の
要
職
に
就
任

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、ま
こ
と

に
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
共
に
責
任
の

重
さ
も
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、執
行
機
関
の
皆
様
と
一

体
と
な
り
嘉
島
町
の
発
展
の
た
め
、

ま
た
住
民
の
皆
様
の
生
活
・
福
祉
の

向
上
の
た
め
に
木
田
議
長
の
ご
指
導

と
助
言
を
頂
き
な
が
ら
自
ら
の
研
鑚

を
深
め
、諸
先
輩
が
築
か
れ
た
町
議

会
の
伝
統
を
守
り
、町
民
の
皆
様
の

ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
議
会
運
営
を

目
指
し
て
努
力
い
た
し
て
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、な
お
一
層

の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、就
任

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

嘉島町議会　新副議長

河原　　泉

議
長
就
任
挨
拶

副
議
長
就
任
挨
拶
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条例改正、議決事件、補正

予算、25年度当初予算及び

議員提出議案など34議案提

案され原案どおり可決しまし

た。

3月定例会
3月8日～3月12日

平成25年 第1回議長報告 12月定例会以降

月　　日 内　　　　　　　容
1月  8日
1月13日
2月18日
2月19日
10月30日
2月26日
3月28日

小川嘉島線道路整備促進期成会総会
上益城郡議長定例会議
一般国道266号三角・嘉島間促進要望活動
主要地方道小川嘉島線道路整備促進要望活動
くまもとの明日を考えるシンポジウム
第12回九州中央自動車道建設促進大会
上益城郡議長会定例会

平成２５年度予算状況（一般会計・特別会計）

会計名 歳入歳出総額
平成25年度

歳入歳出総額
平成24年度 前年比

一般会計

特
別
会
計

4,830,344

1,071,502

371

675,356

854,632

105,246

4,380,581

1,051,195

802

663,964

895,771

101,246

449,763

20,307

△431

11,392

△41,139

4,000

国民健康保険

住宅資金貸付等

介護保険

公共下水道事業

後期高齢者医療

単位：千円

平成25年度一般会計当初予算

歳入歳出それぞれ  48億3034万4千円
文化施設建設事業等により前年度に比べ4億4976万3千円の増で、その軸となる町税は、町民税
の増に伴い前年度比1.1％増の14億3050万4千円を見込み計上。

主な事業費等

◎文化施設建設事業等……13億6011万円
◎運動公園整備事業………  1億6000万円

◎嘉島東部台地土地区画整理事業…1億4482万6千円
◎保育所施設整備補助金……………… 5993万8千円

（運動公園） （文化施設）
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答

答

宮
本 

睦
生 

議
員

　
　町
道
の
路
肩
劣
化
に
伴
う

　
　安
全
確
保
に
つ
い
て
！

町
の
発
展
と
共
に
交
通
量
が
増

加
し
、道
路
の
老
朽
化
が
加
速
し
て

い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。特

に
道
路
路
肩
部
に
お
い
て
、構
造
物

が
無
い
土
羽
部
で
は
崩
壊
が
進
み

道
路
本
来
の
幅
員
が
確
保
で
き
な

い
箇
所
が
あ
り
ま
す
が
今
後
の
対

処
方
法
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
　建
設
課
長

指
摘
の
と
お
り
、道
路
が
老
朽
化

し
、法
面
が
崩
れ
て
い
る
箇
所
も
あ

り
ま
す
の
で
、安
全
な
通
行
を
確
保

す
る
面
で
優
先
度
の
高
い
箇
所
よ

り
補
修
・
補
強
を
行
い
、併
せ
て
路

肩
・
車
道
幅
員
を
確
保
し
、安
全
に

通
行
で
き
る
道
路
管
理
の
維
持
に

努
め
ま
す
。

　
　大
気
汚
染
対
策
に
つ
い
て
！

最
近
、中
国
か
ら
、Ｐ
Ｍ
2.5（
微
小

粒
子
状
物
質
）
の
飛
来
な
ど
が

ニ
ュ
ー
ス
で
報
じ
ら
れ
て
お
り
、町

民
の
健
康
に
影
響
す
る
の
で
は
な

い
か
と
心
配
し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、Ｐ
Ｍ
2.5
の
飛
来
が
あ
る

か
否
か
な
ど
の
情
報
を
関
係
機
関

よ
り
入
手
し
て
頂
き
、町
民
方
々
に

は
防
災
無
線
で
の
呼
び
か
け
や
、学

問

問

校
の
先
生
方
と
の
連
携
を
は
か
り
、

子
供
た
ち
へ
の
健
康
管
理
が
で
き

な
い
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
　建
設
課
長

本
町
に
お
い
て
は
県
か
ら
の
情

報（
速
報
値
）を
注
視
し
な
が
ら
、町

民
の
方
々
に
は
毎
日
防
災
無
線
、防

災
メ
ー
ル
な
ど
で
午
前
11
時
現
在

の
速
報
値
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。ま
た
町
内
の
学
校
、幼
稚
園
、保

育
園
に
つ
い
て
は
、子
供
た
ち
の
健

康
へ
の
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ

る
場
合
は
、迅
速
に
関
係
機
関
を
通

じ
て
周
知
し
て
い
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会

　
　◎
河
原

　泉
・
津
出

　悦
男

　
　○
住
田

　守
・
岡

　牧
生

総
務
常
任
委
員
会

　
　◎
川
上

　國
治
・
津
出

　悦
男

　
　○
宮
本

　睦
生
・
木
田

　勝

経
済
厚
生
常
任
委
員
会

　
　◎
木
下

　徹
・
岡

　牧
生

　
　○
富
山

　勝
・
河
原

　泉

建
設
常
任
委
員
会

　
　◎
住
田

　守
・
本
田

　金
男

　
　○
鍋
田

　平

　

益
城
、
嘉
島
、
西
原
環
境
衛
生
施
設
組
合
議
会
議
員

　
　
　木
下

　徹
・
岡

　牧
生

上
益
城
消
防
組
合
議
会
議
員

　
　
　津
出

　悦
男
・
宮
本
睦
生

御
船
地
区
衛
生
施
設
組
合
議
会
議
員

　
　
　本
田

　金
男
・
住
田

　守

上
益
城
広
域
連
合
議
会
議
員

　
　
　木
田

　勝
・
河
原

　泉

議

会

構

成

議

　長

　木
田

　
　勝

副
議
長

　河
原

　
　泉

※

議
会
運
営
委
員
会
及
び
各
常
任
委
員
会
は
任
期
満
了
に
よ
り
選
任

　◎
は
委
員
長
○
は
副
委
員
長

（下六嘉地内）
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鍋
田 

　平 

議
員

岡 

　牧
生 
議
員

　
学
校
現
場
で
心
肺
蘇
　

　
　
生（
応
急
手
当
）の
教
育

　
　
に
つ
い
て

心
肺
停
止
に
陥
っ
た
人
を

救
命
す
る
救
急
蘇
生
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
２
０
１
０
年
に
改

定
さ
て
い
る
が
、当
町
で
は
、

ど
の
様
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
る
の
か
、又
、地
震
や
火
災

時
の
避
難
訓
練
は
実
施
さ
れ

て
い
る
の
か
お
尋
ね
し
ま

す
。　 

学
校
教
育
課
長

自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
設
置
状
況
に

つ
い
て
は
、
幼
稚
園
に
は
１

台
、
小
中
学
校
に
は
各
２
台

ず
つ
設
置
し
て
い
る
。
中
学

校
の
本
年
度
の
講
習
会
に

つ
い
て
は
、
３
年
生
及
び
教

職
員
を
対
象
に
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」

の
取
り
扱
い
及
び
心
肺
蘇

生
法
の
救
命
講
習
を
３
日

間
に
分
け
て
上
益
城
消
防

署
の
指
導
に
よ
り
実
施
し

て
い
る
。

ま
た
、
園
や
小
学
校
で

も
、
教
職
員
や
保
護
者
を
対

象
に
、
毎
年
講
習
会
は
実
施

し
て
い
る
。
今
後
の
受
講
者

の
範
囲
を
広
げ
な
が
ら
、
継

続
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

地
震
や
火
災
時
の
避
難

訓
練
は
、
学
校
独
自
の
方
法

で
実
施
し
て
い
た
が
、
平
成

25
年
度
か
ら
は
、
専
門
的
知

識
や
指
導
力
を
有
す
る
上

益
城
消
防
署
に
依
頼
し
、
よ

り
充
実
し
た
訓
練
等
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
有
事
の
際

の
子
供
達
の
安
全
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。　 

「
鯰
森
崎
橋
線
」の
改
良

　
　
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ

　
　
い
て
！

周
辺
に
は
複
数
の
町
道
が

あ
る
も
の
の
、
機
能
的
に
十

分
で
は
な
い
た
め
早
急
に
着

手
し
て
ほ
し
い
。
計
画
が
進

ん
で
な
い
よ
う
に
思
う
が
、

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

 

建
設
課
長

ご
指
摘
の
と
お
り
既
成
市

街
地
も
嘉
島
西
部
土
地
区
画

整
理
事
業
と
同
様
に
市
街
地

及
び
公
共
施
設
の
整
備
と
宅

地
の
利
用
増
進
を
目
標
と
す

べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
広
域

的
な
視
点
か
ら
補
助
幹
線
と

い
う
意
味
で
、
こ
の
都
市
計

画
道
路
の
必
要
性
は
認
識
し

て
い
る
。
工
事
に
必
要
な
測

量
に
つ
い
て
は
、
予
算
を
確

保
し
早
い
時
期
に
着
手
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
予
算
と

補
助
金
の
つ
き
次
第
で
目
標

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
変
動
す
る

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
完
成

を
目
指
し
て
地
元
の
方
々
と

の
意
見
調
整
を
図
っ
て
進
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

　 

待
機
児
童
数
と
そ
の
対

　
　 

策
に
つ
い
て

　 
町
民
課
長

平
成
25
年
３
月
１
日
現
在
保

育
園
の
待
機
児
童
は
13
名
で

す
。対

策
と
し
て
、平
成
25
年
に

嘉
島
保
育
園
の
増
設
工
事
予

定
を
し
て
い
る
の
で
、平
成
26

年
度
に
は
解
消
さ
れ
ま
す
。

　 

公
園
の
遊
具
設
置
に
つ
い
て

　 　 

建
設
課
長

地
元
か
ら
の
声
を
区
長
さ
ん

を
通
し
て
町
に
要
望
を
上
げ

て
い
た
だ
け
れ
ば
積
極
的
に

対
応
し
ま
す
。

　 

中
学
校
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
　  

の
整
備
に
つ
い
て

　 　 

学
校
教
育
課
長

新
年
度
に
入
り
ま
し
た
ら
出

来
る
だ
け
早
い
対
応
を
取
り

ま
す
。

鯰森崎線
なまずもりさきせん

答答答

答答

答答答

答 　 

役
場
は
電
話
を
受
け
た
職
員

　
　 

は
○
○
課
の
○
○
で
す
と
課

　 

名
と
名
前
を
言
っ
て
責
任
を

　
　 

持
っ
た
対
応
を

　 　 

総
務
課
長

早
速
、課
長
会
議
に
お
い
て

議
題
と
し
て
取
り
上
げ
職
員

に
徹
底
す
る
よ
う
に
話
し
ま

し
た
。今
後
は
全
職
員
に
対
す

る
接
遇
な
ど
に
対
す
る
研
修

会
を
実
施
し
て
、町
民
に
不
快

感
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
て

い
き
ま
す
。

　 

町
民
課
、税
務
課
な
ど
住
民

　
　 

の
利
用
が
多
い
課
は
対
面
方

　
　 

式
に

　 

総
務
課
長

対
面
方
式
に
し
た
場
合
、職

員
の
目
線
が
来
庁
者
に
一
気

に
集
中
し
て
し
ま
う
の
で
、窓

口
業
務
の
戸
籍
や
住
民
票
を

扱
う
町
民
課
は
カ
ウ
ン
タ
ー

の
と
こ
ろ
に
職
員
を
配
置
し

た
対
応
を
考
え
て
い
ま
す
。な

お
、税
務
課
は
庁
舎
の
構
造
上

無
理
が
あ
り
、現
在
の
配
置
で

対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。

　 

総
合
案
内
を
各
課
か
ら
２

　
　 

時
間
交
代
等
で
の
対
応
に

　
　 

つ
い
て

　 

総
務
課
長

『
嘉
島
町
集
中
改
革
プ
ラ

ン
』で
経
費
や
職
員
の
削
減
を

行
っ
て
お
り
権
限
委
譲
や
業

務
量
の
増
加
に
伴
い
、職
員
一

人
あ
た
り
の
業
務
量
は
膨
大

で
、多
く
の
職
員
が
業
務
終
了

後
に
お
い
て
事
務
を
こ
な
す

現
状
で
す
。『
各
課
か
ら
２
時

間
交
代
』で
の
提
案
で
す
が
、

現
段
階
で
は
厳
し
く
、案
内
看

板
の
設
置
等
の
改
善
を
考
え

て
い
ま
す
。

　 

介
護
保
険
在
宅
サ
ー
ビ

　
　 

ス
に
つ
い
て

　

 

町
民
課
長

　
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
や

保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
及
び
福

祉
サ
ー
ビ
ス
も
総
合
的
に
支

援
を
行
い
，福
祉
の
増
進
を
目

指
し
ま
す
。

　
 

介
護
用
ベ
ッ
ド
を
借
り

　
　 
る
に
は

　 

町
民
課
長

日
常
的
に
置
き
上
が
り
が

困
難
な
要
介
護
２
以
上
重
度

の
方
が
対
象
で
す
。

　 

介
護
用
ベ
ッ
ド
の
申
請

　
　 

件
数
に
つ
い
て

　 

町
民
課
長

現
在
、介
護
用
ベ
ッ
ド
の
利

用
者
は
12
名
で
、平
成
24
年
４

月
以
降
７
名
で
、適
合
し
な
い

ケ
ー
ス
１
件
で
す
。
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上益城消防組合議会

益城、嘉島、西原環境衛生施設組合議会

平成25年 第1回 定例議会（平成25年2月7日開催）議会報告

3議案が提案され、原案のとおりに可決されました。

平成25年 第1回 定例議会（平成25年2月25日開催）議会報告

6議案が提案され、原案のとおりに可決されました。

4議案が提案され、原案のとおりに可決されました。

御船地区衛生施設組合議会

平成25年 第1回 定例議会（平成25年2月18日開催）議会報告

2議案が提案され、原案のとおりに可決されました。

上益城広域連合議会

平成25年 第1回 定例議会（平成25年2月22日開催）議会報告

町　名 嘉島町 御船町 甲佐町 山都町 計

平成24年負担金 121,795 217,122 154,429 294,356 787,702

平成25年負担金 122,850 219,001 155,727 302,542 800,120

・各町の負担金推移

町　名 嘉島町 益城町 西原村 計

平成24年負担金 74,069 208,936 65,448 348,453

平成25年負担金 79,876 223,071 70,595 373,542

・各町の負担金推移

（千円）

町　名 嘉島町 御船町 甲佐町 益城町 計

平成24年負担金 37,452 50,960 46,148 44,440 179,000

平成25年負担金 36,264 51,380 46,779 42,277 176,700

・各町の負担金推移 （千円）

町　名 嘉島町 御船町 甲佐町 益城町 山都町 計

平成24年負担金 8,653 12,878 10,531 18,319 14,466

平成25年負担金 8,710 12,980 10,558 18,624 14,532

64,847

65,404

・各町の負担金推移 （千円）

（千円）
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議長研修報告・議会活動

議会活動 （平成24年2月から平成25年4月まで）

2月  7日
2月13日
～14日まで
2月18日
2月22日
2月25日
2月28日
3月  3日
3月  8日
～12日まで
3月  9日
3月19日
3月22日
4月  5日
4月  9日
4月10日
3月21日
～4月26日

上益城消防組合議会平成25年第1回定例会

嘉島町議会議員全体研修会

平成25年第1回定例会上益城広域連合議会
益城、嘉島、西原環境衛生施設組合議会第１回定例会
御船地区衛生施設組合議会第1回定例会
議会運営委員会
嘉島町消防出初式

嘉島町議会平成25年第1回定例会

中学校卒業式
幼稚園卒園式
東西小学校卒業式
春の全国交通安全運動御船警察署管内4町合同出発式
東西小学校入学式・中学校入学式
幼稚園入園式

広報特別委員会（第7号・編集会議）

組合会議室

鹿児島県日置市外

組合会議室
組合会議室
組合会議室
役場庁議室
嘉島中学校グランド

役場議会議場

嘉島中学校
嘉島幼稚園
東西小学校
嘉島町民体育館
東西小学校・嘉島中学校
嘉島幼稚園

第1回～第5回

月　日 項　　目 場所等

熊本県町村議会議長会　第63回定期総会開かる 嘉島町議会前議長　津出　悦男

分権型社会の実現
町村財政及び議会機能の確立強化を！

去る平成25年2月19日第63回定

期総会が県市町村自治会館において

開催されました。総会は県内31町村

議会議長及び各郡議長会事務局長等

約50名が出席の下、先ず松井副会長

（長洲町）が開会のことばを述べ、次

に藤井会長（芦北町）の挨拶で議会活

性化の為には、議会基本条例の制定

で通年議会会開催も視野に入れての

検討も必要な時期になったとの話も

あった。その後全国町村議会議長会表彰、県町村議会議長会表彰の伝達があり、松井一也（長洲町議長）が議

長在職７年以上で受賞された外17名の代表に表彰状と記念品が贈られた。この後県知事代理として村田副

知事、馬場県議会議長、荒木町村会長から祝辞が述べられた。次に総会議長に多賀（和水町）議長を選任し、

議事に入り会務報告及び平成24年度補正予算の報告、平成23年度歳入歳出決算が上程され満場一致承認、

次に平成25年度会務運営方針に基づく、総額3189万3千円の予算案が上程され原案通り可決されました。

その外各郡提出案件の審議に入り上益城郡提出の「九州中央自動車道の整備促進について」の要望外14件

については、熊本県を始め各関係機関に要望することになりました。最後に宣言、決議が代表者2名より朗

読特に「東日本大震災からの復興、大規模災害対策の確立を期する」「分権社会の実現を期する」「町村財政

の確立強化、地方交付税総額の復元、増を期する」以上の外重要実施事項を取り組んでいくことが満場一致

拍手をもって賛同されました。閉会を藤川副会長（山都町議長）が述べ本総会を閉じました。

以上議長報告といたします。

熊本県市町村自治会館



岩
永

　信
義 

（
上
島
）

生
活
の
知
恵

　

引
越
し
の
手
続
き
は
お
早
め
に

春
は
転
勤
や
入
学
・
就
職
と
、引
っ
越
し
の

シ
ー
ズ
ン
で
す
。忙
し
さ
に
追
わ
れ
て
、つ
い
忘

れ
が
ち
な
の
が
転
出
や
転
入
に
伴
う
届
け
で

す
。う
っ
か
り
手
続
き
を
忘
れ
る
と
、選
挙
に
参

加
で
き
な
か
っ
た
り
、国
民
年
金
の
給
付
を
受

け
ら
れ
な
い
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
不
都
合
が
生

じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、届
出
は
期
間
内

に
必
ず
出
し
ま
し
ょ
う
。

（
役
所
へ
の
届
け
出
）

・
住
民
登
録
の
手
続
き
は
、市
区
町
村
役
場
で

転
出
証
明
書
を
も
ら
い
、十
四
日
以
内
に
新

住
所
地
で
転
入
届
を
す
ま
せ
て
下
さ
い
。

・
印
鑑
登
録
証
の
返
却
を
し
、新
住
所
で
新
た

に
申
請
を
し
て
下
さ
い
。

・
国
民
健
康
保
険
証
は
返
却
し
、新
し
い
住
所

で
新
た
に
申
請
を
。国
民
年
金
は
新
住
所
で

住
所
変
更
の
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

・
就
学
児
童
の
あ
る
家
庭
で
は
、現
在
、通
学
し

て
い
る
学
校
で「
在
学
証
明
書
」を
も
ら
っ
て

下
さ
い
。

・
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
は
、陸
運
事
務
所
で

登
録
変
更
手
続
を
。転
居
先
が
同
府
県
内
と

他
府
県
内
と
の
場
合
で
は
手
続
き
が
異
な
り

ま
す
。運
転
免
許
証
の
住
所
変
更
手
続
は
、新

住
所
の
警
察
署
ま
た
は
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

へ
。

（
そ
の
他
の
届
出
）

引
っ
越
し
が
決
ま
っ
た
ら
、役
所
以
外
の
と
こ

ろ
に
も
届
出
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。例

え
ば
銀
行
に
住
所
変
更
の
届
け
出
を
し

た
り
、電
気
・
ガ
ス
・
水
道
・
電
話
な
ど
の
変
更

や
廃
止
の
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

引
っ
越
し
が
終
わ
っ
た
ら
、新
し
い
住
所
地

で
電
気
や
ガ
ス
な
ど
の
申
し
込
み
を
し
ま
す
。

東
日
本
と
西
日
本
と
で
は
電
気
の
周
波
数
が

異
な
り
ま
す
。ま
た
都
市
ガ
ス
も
地
域
に
よ
っ

て
カ
ロ
リ
ー
が
違
い
、現
在
使
っ
て
い
る
器
具
が

そ
の
ま
ま
で
は
使
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

電
気
会
社
や
ガ
ス
会
社
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、郵
便
局
に
転
居
届
を
出
し
て
お
く

と
、届
出
の
日
か
ら
一
年
間
は
引
っ
越
し
先
に

郵
便
物
を
転
送
し
て
く
れ
ま
す
。

「
声
」

議会を傍聴しませんか
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五
月
晴
れ
の
大
空
で
天
高
く
さ

え
ず
る
ひ
ば
り（
町
の
シ
ン
ボ
ル
鳥
）

が
少
な
く
な
り
農
村
の
風
情
が
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
み
し
い
気
が

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
河
原
）

こ
の
２
年
間
は
広
報
委
員
と
し

て
大
変
勉
強
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
今
後
と
も
「
議
会
だ
よ
り
」

の
ご
愛
読
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
住
田
）

表
紙
写
真
に
は
、
広
報
委
員
全

員
の
思
い
が
こ
も
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
富
山
）

少
子
高
齢
化
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
季
節
に
な
る
と
鯉
の

ぼ
り
が
優
雅
に
泳
い
で
い
る
風
景

は
心
が
和
み
ま
す
。
来
年
は
も
っ

と
沢
山
の
鯉
の
ぼ
り
が
舞
う
よ
う

な
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

 

（
鍋
田
）

５
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

は
、
ど
の
様
に
お
過
ご
し
で
し
た

か
？
私
は
十
分
な
休
息
を
取
り
、

来
た
る
梅
雨
時
期
を
乗
り
越
え
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
　
　（
宮
本
）

編
集
後
記

委
員
長

　河
原

　泉

副
委
員
長

　住
田

　守

委

　
　員

　富
山

　勝

委

　
　員

　鍋
田

　平

委

　
　員

　宮
本
睦
生

再生紙を使用しています。

発
行
責
任
者
／
議
長   

木
田

　勝

次の定例議会は、6月に開催予定です。
議会開催場所は、嘉島町役場3階議場です。

・傍聴人受付簿に傍聴年月日、住所、氏名年齢を記入するだけです。
・議会当日又は事前に申し込むこともできます。
・傍聴できる定員は16名です。
その他、議会に関することは議会事務局へお尋ねください。　☎096-237-1111（代表）

傍聴要領

傍聴席


